
本計画は、駅舎とアートギャラリーを併設した
複合施設である。交通結節点としての駅機能に
加え、日常的にアートと接触できる公共空間を
内包することで、通過する場所であった駅を、
滞在と体験の場へと再計画する。駅利用者、地
域住民、学生、来訪者が交錯することで、移動
と鑑賞が連続する新たな公共性を生み出す。

直線的で長い屋根を主たる構成要素とし、分断
されていた駅機能とギャラリー機能を一体的に
覆う形式とする。屋根は等間隔に切り取られ、
引き延ばされることで、光・動線・視線を内部
へと導く構造体となる。構造は鉄骨とコンクリ
ートを基調とし、大スパン空間と可変性を備え
た公共建築として計画している。

敷地全体に対して直線状に配置し、駅ホーム、
コンコース、ギャラリー、広場を連続的に内包
する構成とする。人の流れと列車のスケールに
合わせた天井高さとスパンを確保し、駅として
の機能性と、展示空間としての余白を両立させ
ている。大規模でありながらも、歩行者の身体
感覚に寄り添うスケール感を重視した。

駅機能とギャラリー機能を明確には分節せず、
屋根と壁の計画によって緩やかに重ね合わせて
いる。切り取られた屋根の隙間から差し込む光
が空間にリズムを与え、移動・滞在・鑑賞とい
う異なる行為を連続的につなぐ。駅とアート、
日常と非日常の境界に生まれる「リミナルな空
間」を、建築全体の構成原理としている。





I. 構造原理

① 編み込み効果（相互支持）
　前提：各アーチプレートは単体では片持ち的に弱い
　・交差させることで拘束点が増加
　・水平方向の変形を互いに抑制
　＝荷重が分散し、全体で負担する構造となる→ 局所破断が全体崩壊に直結しにくい
　(※竹籠の強度原理に近いが、細材ではなく「面材による編成」として考える )

② 折り工学的断面（剛性増幅）
各プレート断面は「くの字型（折れ断面）」= 平板を曲げずに折ることで強くする
平板と比較して：
・断面二次モーメントが増加
・座屈耐性が向上
・面外方向の剛性が上がる

II. 力の流れ
上部荷重（自重・積雪）
　↓
折れ断面プレートが面内で受ける
　↓
交差点で隣接プレートへ分散
　↓
アーチとして圧縮力を基礎へ伝達
　||
曲げよりも「圧縮主体」に近づける設計

III. 屋根＝外壁一体化
屋根と外壁を分けない：
・剛体フレーム化
・水平力への抵抗向上
・力の流れが単純化
・デザインと構造の一致

IV. 構法の定義

編折アーチ構法 | Woven‒Folded Arch System
定義：
折れ断面をもつ弧状プレートを編成的に交差配置し、相互拘束で剛性を高めた連続アーチ構造。

V. 模型による構造の検討

屋根形状をパーツごとに分解し、一枚ずつ切り
出して組み上げていく中で、弧を描くプレート
同士が交差することで、互いの変形を抑え合い
構造として自立していくことが確認できた。

各要素は単体では不安定でありながら、
編み込まれることで全体として剛性を
獲得する。
さらに、断面を折ることで面材として
の強度も補強され、軽やかな形態と構
造的合理性が同時に成立している。

形態操作として始まった屋根は、
制作を通して構造原理へと接続され、

「編折アーチ構法」が実現された。
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